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桜 緑 

 

新しい年、２０２５年が明けました。みなさん皆さん、あけましておめでとうございます。本年もよろし

くお願いします。 

今年は天気も良く穏やかなお正月だったと思います。しかし、先週から急に寒くなり、体調を崩された方

の多いようです。保護者の皆様にはいかがお過ごしのことでしょうか。規則正しい生活と、睡眠と栄養をし

っかりととり、元気に冬らしい冬の季節を楽しんでください。 

１２月と１月は PTAの活動・地域活動も盛んにおこなわれました。その一部分を紹介します。 

 

【始業式の挨拶】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい年、２０２５年が明けました。みなさん皆さん、あけましておめでとうございます。今日は２つの話をしたいと思います。 

一つ目は昨年の始業式には、「おめでとうございます」と、お祝いできませんでした。年明けすぐの元旦に M7・6 の地震が能登半島に起き

ました。津波や山崩れ、家屋の倒壊や火事などで大変な被害になりました。また、２日には、羽田空港の C 滑走路で JAL 機と海上保安庁

の飛行機が衝突しました。このような昨年の始まりでしたが、今年は天気も良く穏やかなお正月だったと思います。昨年は辰年で、上に行

ったり下に行ったり、乱高下が激しく、災害や事件が多かったと思います。今年は巳年、ヘビの年です。白い大蛇を思い浮かべてください。

地面に身体をしっかりつけて悠々と動いています。ヘビは、知恵深く粘り強い性格を持っているそうです。 

「GRIT」・・・昨年の卒業式の式辞でも伝えたのですが、３年生は覚えていますか？ １・２年生の皆さんは初めて聞く言葉だと思います。 

最近の心理学の研究では、人生の成功に最も重要な能力は「知能や天賦の才能」「社会的知性やルックス、身体的健康」などではなく、「や

り抜く力（GRIT）」が強いということ、つまり「情熱や粘り強さなど精神力」が大切であることを、アメリカの大学の教授が科学的根拠に

基づき証明しました。さらに、「やり抜く力（GRIT）」は「興味を持ち好きになること」「自分のスキルを少し上回る目標を設定すること」

「困難にぶつかり、不安になっても、自分の道を歩み続けるための希望を持ち続けること」が大切だと言われています。実際、会社のトッ

プやアスリートや有名人や一部のノーベル賞の授賞者など成功している人の多くが努力を積み重ねることの大切さを語っています。皆さん

も、好きなことを見つけ、スモールステップの目標をもって、２学期の終業式でも言いましたがコツコツとヘビのように粘り強く「やり抜

いて」ください。 

さて、２つ目は 

みなさん、１,2 学期と積み上げてきたことを基にして、3 学期は、学年のラストステージです。3 月には、このクラスでこのメンバーで一

年間一緒に過ごせてよかったと、本当に思えるようにしてください。さらに、４月からは新しい学期が始まります。１年生は、4 月には、

後輩が入ってきます。先輩としての自覚と責任を持ちましょう。2年生は 4 月から最上級生として二中の顔としてがんばらなくてはいけま

せん。４月までに最上級生としてふさわしい力をこの 3 学期に蓄えてほしいです。3 年生は、いよいよ義務教育最終の三か月となります。

卒業式まであと 45 日間です。その間に受験も入ってくるので、一日一日気を抜けません。大事な日にベストのコンデｲションで最大の力が

発揮できるように 今から身体を整えておいて欲しいと思います。 

校長先生は、年末は風邪を引き体調がいまひとつでした。体調が悪い時は、体力だけでなく、気力も集中力も保てませんでした。自分の力

が十分発揮できるベストな状態にしておくことも大事な受験への備えです。 

最後まで努力を怠らず、体調に気を付けて突き進んでいってください。すべての三年生が胸張って、希望に満ちた卒業式を迎えることがで

きたら思っています。 

 

最後に、新しい年にあたり、皆さん一人一人が健康で素晴らしい年に、二中が素晴らしい学校になることを願って、校長先生の話を終わり

ます。 



【門松作り】 

１２月１４日（土） ２中校区の桜井谷小学校・桜井谷東小学校・二中の PTAと地域の皆さんと阪大の竹

林を守る会の皆さんと一緒に阪大のグランドのバックネットの裏にある竹林に行き、門松に使用する竹を

切り出しました。 

  

１２月２３日（月） 正門前に門松を設置するために、二中の PTAと地域の皆さんが集まり、竹を切り松

や梅、葉ボタンや南天を飾りました。二中の門松は竹が笑っているように切る『笑い竹』に切ります。府市

のところをうまく利用して竹が笑っているように見えます。そして、左右６本の竹を八の字を描くように末

広がりに設置していきます。また縁起物で雄松雌松を左右に配置しています。 

   

【餅つき大会】 

 今回の餅つきは、５年ぶりの二中の伝統業の餅つき大会の開催になりました。今日のお餅は、３年生への

入試合格祈願と、１・２年生へは１年間健康で幸せな学校生活が送れるようにという願いを込めにみんなで

つきました。みんな、たくさん食べて、たくさんの福と運を体の中にたくさん取り入れたと思います。今年

度は生徒会が司会で、オープニングとバックグランドミュージックは軽音楽が担当してくれました。そのほ

かいろいろなクラブも参加し楽しいお餅つき大会でした。 

  


